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１．はじめに
子どもの体力・運動能力は，1985 年をピークに低
下している．さらに，近年は，運動をする子どもと
しない子どもの格差が広がっている．公園でのボー
ル遊びが禁止されたり，危険という理由で遊具が撤
去されたりするなど，外遊びの減少が，体力・運動
能力低下の要因のひとつになっている．一方で，ス
ポーツクラブやスポーツ教室で専門的な指導を受
けている子どもも少なくない．このように，子ども
のスポーツ活動の形態は多様化しているが，スポー
ツ活動の場のひとつとしてスポーツ少年団に求め
られる役割は大きい．スポーツ少年団は，一人でも
多くの青少年にスポーツの喜びを提供し，スポーツ
を通じて青少年のこころとからだを育てることを
目的に，1962 年，日本体育協会（現在の公益財団法
人日本スポーツ協会）に創設された日本最大の青少
年スポーツ団体であり，2021 年度の登録団数は約
３万1,000団，登録団員数は約65万人である．年々，
減少傾向にあるものの，小学生人口の約９％がスポ
ーツ少年団に所属している（日本スポーツ協会，
2021a）．
また，日本スポーツ協会では，スポーツ少年団の

活動における団員のまとめ役や指導者と協力して
チームを育てていく役割などを担う「リーダー」を
育成している．「ジュニア・リーダー」を認定する
ジュニア・リーダースクールでは，①スポーツ少年
団とは，②スポーツ少年団のリーダーとは，③活動
プログラムの実践（スポーツ活動，交歓交流活動，
集団生活・集団行動），④話し合いを含む 20 時間
以上のコースを設定すると定められている．「シニ
ア・リーダー」を認定するシニア・リーダースクー
ルは，①スポーツ少年団とは（意義と原則／組織と
活動），②リーダーとは，③少年期の発育発達，④
スポーツの指導，⑤安全管理，⑥体力テスト，⑦グ
ループワーク，⑧スポーツ少年団員のための運動プ
ログラム，⑨交歓交流活動の実践 ，⑩研究協議を含
む 40 時間以上のコースとなっている（日本スポー
ツ協会，2021b）．こうした集団生活を伴う宿泊研
修型のスクーリングに参加することによって，子ど
もたちは，普段の学校生活やスポーツ活動では得る
ことができない経験をすることができる．さらに，
スポーツに関わる知識や技能を習得するだけでは
なく，主体性，自律性，協調性，コミュニケーショ
ン能力といった非認知能力の獲得も期待できる．
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スクーリングでは，ワークシートを活用し，日々
の振り返りやスクーリング全体の感想を記述して
いる．こうした自由記述形式での回答のようなテキ
スト型データの分析には，数量的なデータを解析す
る際に使用する統計的手法を用いることは難しい．
そこで，樋口（2004）は，通常の文章からなるデー
タを定量的に分析するための計量テキスト分析ツ
ールとして「KH Coder」を開発している．計量テキ
スト分析では，結果を視覚的に表現することでデー
タの解釈を容易できるという特徴がある． 
野口ほか（2018）は，大学の授業科目である「ア
ウトドアレクリエーション」の受講生 28 名を対象
に，５日間の振り返りシートへの記入とライフスキ
ルを評価する質問紙調査を実施した．振り返りシー
トの記述内容を「KH Coder」の共起ネットワーク
を用いて分析したところ，ネットワーク構造の中で
中心的な役割を果たしている語が実習中に変化し
ていることが示された．田中（2018）は，「KH Coder」
を用いて野外活動（スキーとロングライド）の実習
に参加した学生 43 名の振り返りに関する記述を分
析した．その結果，階層的クラスター分析により，
野外活動に共通する意義や目的，魅力を知る手掛か
りを得ることができた．また，対応分析を行うこと
によって，野外活動の経験と性別により特徴語の出
現傾向に違いが生じることが明らかとなった．さら
に，田中（2019）は，子どもの運動能力，体力の向
上とスポーツの普及を目的としたアクティブ・チャ
イルド・プログラムに指導スタッフとして参加した
学生 45名の振り返りの記述を「KH Coder」を用い
て分析した．その結果，階層的クラスター分析によ
り，振り返りの内容は，運動遊びの実施方法や運動
遊びが子どもに与える影響に関する語と指導方法
や子どもへの関わり方に関する語に大別されるこ
とが明らかとなった．また，共起ネットワークを作
成することによって，子どもの運動遊びに対する感
情，遊びを通して身体を動かすことの楽しさ，遊び
のやり方を子どもに説明することの難しさなどが
存在することが示された．このように，自由記述形
式で得られたテキストデータを計量分析すること
は，記述内容を視覚化するために有効な方法である

と考えられる． 
そこで，本研究では，ジュニア・リーダースクー
ル参加者の振り返りに対して計量テキスト分析を
用いて可視化することで，スクーリングにおける学
びについて検討し，今後のプログラム企画のための
資料とする． 
 
２．方法 
2-1．スクーリングの概要 

日本スポーツ少年団指導者・リーダー規程の第１
章第１条には，「公益財団法人日本スポーツ協会日
本スポーツ少年団は，『日本スポーツ少年団指導者・
リーダー規程』を制定し，自発的にスポーツに取り
組む子どもたちに対する責任とスポーツ少年団の
社会的な使命を果たす指導者・リーダーを育成する
ことにより，スポーツで人々をつなぎ，地域づくり
に貢献する」とある．また，第３章第８条には，「日
本スポーツ少年団に将来の指導者となるべく人材
を育成することを目的に，ジュニア・ リーダー，シ
ニア・リーダーを置く」とある．さらに，第９条で
は，「ジュニア・リーダーは単位団において指導者と
団員をつなぐ役割を担い，団員のなかで 中心とな
って活動する者をいう」，「シニア・リーダーはジュ
ニア・リーダーが担う役割に加え，市区町村または
都道府県にいても活動し，地域のなかで中心的に活
動する者をいう」とされている（日本スポーツ協会，
2021b）． 
ジュニア・リーダースクールは，各都道府県スポ
ーツ協会と日本スポーツ協会が共催することにな
っている．愛媛県スポーツ協会では，小学５年生～
中学３年生を対象に国立大洲青少年交流の家（愛媛
県大洲市）を会場として２泊３日で実施している．
スクーリングの修了者は，「ジュニア・リーダー」と
して認定される．なお，日本スポーツ協会では，高
校生～大学生年代を対象にシニア・リーダースクー
ルを開催し，18歳以上の「シニア・リーダー」資格
認定者は，日本スポーツ協会公認スタートコーチ
（スポーツ少年団）へ資格移行できるようにしてい
る．したがって，ジュニア・リーダースクールは，
将来のスポーツ少年団指導者を育てるための役割
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を期待されている． 
スクーリングの目的は，１）スポーツ少年団およ
びリーダーの役割と活動についての理解を深める，
２）多様なプログラムに参加することによって，リ
ーダーに必要なスキル（協調性，コミュニケーショ
ン力など）を身に付ける，３）参加者やリーダーと
の交流を通して，今後の少年団活動やリーダー活動
への意欲を高めるとした．また，プログラムの内容
は，１）学習，２）活動プログラム，３）グループ
ワーク，４）ミーティングの４つに区分した．表１
に具体的な活動内容とそれぞれの活動のねらいを
示した． 
１日目のオリエンテーションでは，スクーリング
のねらいを理解しやすい平易な言葉で説明した（表
２）．参加者は，６人程度のグループに分かれ活動を
行い，自己の目標や活動の記録，振り返り（感想）
をワークシートに記述するようにした．なお，高校

生・大学生のシニア・リーダーが各グループのサポ
ートを担当した． 
 
2-2．分析の対象 

2014年および2015年に実施したジュニア・リー
ダースクールに参加した小学５年生～中学１年生
36名がスクーリング終了後に記述した振り返り（感
想）の内容を分析の対象とした．参加者の内訳を表
３に示した． 
 
2-3．分析の手順 
１）分析ツール 
樋口（2004）により開発された「KH Coder 3」

を使用した．「KH Coder 3」は，茶筌（形態素解析），
MySql（データベース），Ｒ（統計解析，グラフ理
論による分析と視覚化）で構成されたフリーソフ
トウェアである． 

 
 

 

  

区分 活動内容 ねらい 時間

学習① スポーツ少年団とは スポーツ少年団の誕生，目的，活動分野，組織について理解を深める． 1.0

学習② リーダーとは
スポーツ少年団のリーダーの役割，リーダー像について理解を深める．
シニア・リーダースクールや日独同時交流などのリーダー活動への意欲を高める．

1.0

学習③
まとめ
・振り返り

スクーリング中の自分の行動を省察する．
今後の活動に対するモチベーションを高めるためのきっかけを作る．

0.5

活動① レクリエーション 自己紹介や単位団の紹介を通して，親和的な態度を形成する． 1.5

活動②
スポーツ交流
・キンボール
・ドッジビー

スポーツを行うことによって，協働する態度を育てる． 2.0

活動③ 運動適性テスト 自分の体力を知る． 2.0

活動④
スポーツ体験
・カヌー
・クライミング

普段行う機会の少ないスポーツに親しむ．
スポーツを楽しむために必要なスキルを身に付ける．

3.0

活動⑤ 天体観測 普段行う機会の少ない活動に親しむ． 1.0

ワーク① 課題の説明・作成 グループワークの課題を理解する． 0.5

ワーク② 課題の作成 問題解決力（情報収集力，情報分析力，構想力など）を高める． 1.5

ワーク③ 課題の作成 プレゼンの準備を協力して行う． 1.0

ワーク④ 課題の発表 グループワークの成果を発表することで，表現する力を高める． 0.5

班別① 係決め 班別ミーティングを行うことで，メンバー間のコミュニケーションを高める． 0.5

班別② 振り返り １日の行動を省察し，新たな課題を発見する． 0.5

係別① 係の仕事 係の活動を通して，協働する力を育てる． 0.5

係別② 振り返り １日の行動を省察し，新たな課題を発見する． 0.5

開講式 スクーリングの目的を理解する． 0.5

閉講式 リーダーとしての自覚を深め，今後の活動へのモチベーションを高める． 0.5
その他

活動
プログラム

ミーティング

学習

グループ
ワーク

表１．活動内容とねらい 
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表２．スクーリングのねらい 

 
 

表３．参加者数 

 
 
２）テキストデータの作成 
参加者がスクーリングの最終日に提出した自由

記述による振り返り（感想）の文章からテキストデ
ータを作成した．スクーリングの参加者は小学５
年生18名，小学６年生15名，中学１年生３名であ
った．そこで，小学５年生と小学６年生および中学
１年生に分類し，学年を外部変数（Ｇ１：小学６年
生および中学１年生，Ｇ２：小学５年生）とした．
Ｇ１，Ｇ２ともに18名であった．また，性別を外部
変数（ｍ：男子，ｆ：女子）とした．ｍは13名，ｆ
は23名であった．テキストデータと外部変数は，
Excel（Microsoft社）を用いて入力し，入力終了後
にCSV形式で保存した． 

 
３）データの編集 
ａ）複合語の検出 
ひとつの名詞が連続する複数の名詞に分割され
る場合（例えば，「スポーツ」と「交流」，「運動」と
「適性」と「テスト」）には，ひとつの名詞（「スポ
ーツ交流」，「運動適性テスト」）として扱う必要があ
る．そこで，「茶筌」を用いて複合語を検出したのち，
ひとつの名詞として扱う語のリストを作成，CSV形
式で保存し，分析の際にはこのファイルを読み込ん

で使用した． 
ｂ）未使用語の検出 
分析に使用しない語のリストを作成，CSV形式で
保存し，分析の際にはこのファイルを読み込んで使
用した． 
４）分析手続き 
分析は，田中（2019）が使用した計量テキスト

分析の方法（階層的クラスター分析，共起ネットワ
ーク，対応分析）を用いた． 
ａ）品詞別抽出 
名詞，動詞，形容詞の３つの品詞を分析の対象と
した．各品詞別に出現回数が高かった順に語を抽出
して分析の対象とした． 
b）階層的クラスター分析 
階層的クラスター分析を実施し，デンドログラム
を作成した．この分析では，出現パターンの似通っ
た語の組み合わせが明らかになる． 
ｃ）共起ネットワーク 
語と語の関連性を視覚化するために，共起ネット
ワークを作成した．なお，共起ネットワークでは，
対象語の出現回数が円の大きさによって，共起性・
関連性の強さが線の太さで表現される．また，外部
変数を用いて，学年および性別による違いを分析し
た． 
ｄ）対応分析 
クロス集計の結果を視覚化するために対応分析
を行った．対応分析には，外部変数を用い，学年と
性別によって抽出語がどのように異なるのかにつ
いて検討した． 
 
３．結果と考察 
3-1．語の抽出 
対象となる記述（文）の数は329で，ひとりの平
均記述数は9.1であった．出現した異なり語数は323，
出現回数の平均値は4.0（SD=9.47）であった． 
 
 
 

１．スポーツを楽しむ

２．友だちを作る

３．スポーツ少年団の活動を知る

４．リーダーの役割を知る

５．人の話を聞き，自分の考えを述べる

開催年 学年 男 女 計

小学５年生 4 5 9

小学６年生 3 6 9

中学１年生 0 2 2

小学５年生 3 6 9

小学６年生 2 4 6

中学１年生 1 0 1

13 23 36計

2014年

2015年
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図１．階層的クラスター分析 

3-2．階層的クラスター分析 
出現回数５以上の名詞，動詞，形容詞を選択した
ところ，61語が対象となった．階層的クラスター分
析を行ったところ，図１に示したデンドログラムが
作成され，８つのクラスターに分割された．その内
容は，「スポーツ交流」，「スポーツ体験」，「運動適性
テスト」，「天体観測」といった活動プログラムの内
容に関すること，不安や心配，うれしさなどの「感
情」，グループ活動での「仲間との協力」，リーダー
としての「学びや体験」に関するものであった． 
 
3-3．共起ネットワーク 
出現回数５以上の語に対して，共起ネットワーク
を作成した（図２）．「カヌー」，「楽しい」，「初めて」，
「乗る」，「不安」，「心配」といった語の共起の程度
が高かった．カヌーを初めて経験した参加者が多く，
初めは不安だったのが，自由に川面を移動すること
ができるようになり，スクーリングのプログラムの
中で最も楽しい活動であったことを示している．ま
た，スポーツ交流（「キンボール」，「ドッジビー」），
運動適性テスト（「走る」，「よい」），天体観測（「星」，
「みる」）といった活動プログラムに関する語につ
ながりが認められた．さらに，ジュニア・リーダー
スクールへの参加に関わる語（「体験」，「良い」），グ
ループ活動や仲間に関わる語（「班」，「協力」，「活動」，
「友だち」，「仲良く」）につながりが認められた． 
外部変数「学年」による共起ネットワークを作成
したところ，「スポーツ交流」，「キンボール」，「ドッ
ジビー」，「カヌー」，「運動適性テスト」などの活動
プログラムに関する語と「友達」，「仲良く」という
語は，学年に関係なく出現していた（図３）．一方，
「リーダー」，「学ぶ」，「勉強」，「班」，「協力」とい
ったリーダーとしての自覚やグループ活動での協
力に関連する語は小学６年生・中学１年生（G1）と
の関わりが強く，「難しい」，「心配」，「なれる」，「最
初」といった初めての経験に対する戸惑いを示す語
は小学５年生（G2）との関わりが強かった． 
外部変数「性別」による共起ネットワークを作成
したところ，学年と同様に，活動プログラムに関す
る語と「友達」，「仲良く」という語は，性別に関係
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なく出現していた（図４）．また，男子（ｍ）では「ク
ライミング」，「ドッジビー」，「走る」，「うれしい」
などの語が，女子（ｆ）では「天体観測」，「不安」，
「難しい」，「なれる」などの語が特徴語として示さ
れ，活動内容に対する興味・関心を反映していると
考えられる． 
 

 

図２．共起ネットワーク 
 

 

図３．共起ネットワーク（学年） 
 

 

図４．共起ネットワーク（性別） 
 

3-4．対応分析 
出現回数５以上の名詞，動詞，形容詞，61語を対
象語として，学年（G1・G2）と性別（ｍ・ｆ）を外
部変数とした対応分析を行った（図５）．「スポーツ
交流」や「キンボール」はいずれの外部変数からも
同じような距離にプロットされたが，「カヌー」は女
子（ｆ）の近く，「クライミング」や「ドッジビー」
は男子（ｍ）の近くにプロットされ，スポーツ活動
の好みが反映されていた．同様に，「キンボール，「ド
ッジビー」，「天体観測」といった活動プログラムは，
小学５年生（G2）に近い位置にプロットされ，学年
による違いが示された．また，「難しい」，「心配」と
いったネガティブな語が小学５年生（G2）の近くに
プロットされた．学年と性別による対応分析を行う
ことによって，それぞれの興味・関心の特徴を明ら
かにすることができた． 
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図５．対応分析（学年×性別） 

 
3-5．スクーリングでの学び 
スクーリングの振り返りを計量テキスト分析す
ることによって，オリエンテーションで確認した１）
スポーツを楽しむ，２）友だちをつくるといったス
クーリングのねらいが十分に達成されていること
が明らかとなった．また，３）スポーツ少年団の活
動を知る，４）リーダーの役割を知るといったねら
いについても，学年が高くなると意識して取り組ん
でいたと推察される結果が得られた．一方，５）人
の話を聞き，自分の考えを述べるについては，明確
な結果が得られず，今後の課題であることが明らか
となった． 
高橋ほか（2011）は，小学生を対象に，セルフ・
エフィカシーの向上を目的とした４週間の介入プ
ログラムを実施している．プログラムの内容は，オ
ニごっこや円形ドッジボールのような運動遊びで
あった．プログラムの効果を検討したところ，男子
では身体活動量に増加が認められ，また，男子は女
子よりもセルフ・エフィカシーが顕著に高いことが
明らかとなった．性差が生じたのは，活動内容の好
き嫌いが要因とも考えられるが，運動遊びがセル
フ・エフィカシーの向上に貢献していることが示さ
れた．ジュニア・リーダースクールのプログラムに
も，レクリエーション，スポーツ活動（キンボール，
ドッジビー），スポーツ体験（カヌー，クライミング）

といった活動が含まれていた．初めて出会う仲間と
一緒にスポーツ活動を行う，特に，新しいスポーツ
を体験することによって，身体活動に対するセル
フ・エフィカシーの向上が期待できる．短期間のプ
ログラムではあるが，身体活動に対する自信がどの
ように変化するのかを検討してみるのも興味深い． 
 

４．まとめ 
本研究では，計量テキスト分析を用いてジュニ
ア・リーダースクール後の振り返りに関する記述を
分析した．結果は，以下の通りである． 
計量テキスト分析には，結果の視覚化が可能なフ
リーソフトウェアである「KH Coder３」を用いた．
名詞，動詞，形容詞の３つの品詞を分析の対象とし，
出現回数が高かった語を抽出したのち，１）階層的
クラスター分析，２）共起ネットワーク，３）対応
分析を行ったが，いずれも，ジュニア・リーダース
クール参加者の振り返りを可視化できる分析方法
であった．階層的クラスター分析により，スクーリ
ングの中核が活動プログラムのみでなく，参加者の
感情や仲間との協力，リーダーとしての学びである
ことが明らかとなった．また，共起ネットワークを
作成することによって，スクーリングに対する興味
や関心が学年や性別によって異なる部分があるこ
とが明らかとなった．さらに， 対応分析を行うこと
によって，スポーツ活動の好き嫌いやネガティブな
感情が学年や性別によって異なることが示された．
自由記述形式で得られたスクーリングの振り返り
を計量テキスト分析を用いて可視化することで，ス
クーリングにおいける参加者の学びを明確にする
ことができ，今後のプログラム企画・運営のための
有効な資料となった． 
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